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ヘルマの独白

───────────────────────









意味の過剰を無限に受けいれてしまうこの場所で、荒廃の景色に蠢く己の心臓の動きに、また、善悪や倫理や道徳や価値と、知識や思想や思考が全体の位置に与える、姦しく盲目的な安楽思考に対し、私は嫌気がさしたのだ。


土気色に閉塞した生命にも詩情は残るのだと信じてはいたが、無駄なことだったようだ。
感情に描かれない目的の大群は我関せずと、私の血管の内壁を掠めて流れゆくのだから。








言葉や詩の代わりになる新たな言葉だと？　
そんな使い古された言葉などはもう読みたくない。

読まれなければ誰の記憶にも無い、それは存在しなかったことと同じだと？　
そんなくだらぬ欲求など、もう見たくもない。

阿片のような偽りの勇気を与え、生きるための糧にさせられて死んだ言葉に触れた時などは、耳の根元が腐り落ちてしまうのだ。
盛りのついた獣のように愛しているなどと鳴く嘘を塗りたくる、そんな死んだ言葉なんて聞いた日には、腹の中が発酵してしまうのだ。







口当たりと耳触りがいいだけのものを特徴付けているのは、乾いて穴だらけの海綿に異臭のする汁を吸わせた、澱みきった集合の残り滓でしかない。
鏡に見立てて愛情を取り繕うものの、結局は、動きの取れない所有自体を愛しているのだ。
肉体と精神を嬲りながら、人に憐れみを垂れる優越感が幸福だというのだ。
解ったつもりでいるだけで無知を認めようとしない、隠されたもの気取りの単なる涎の跡ごときが夢を語っていたのだろう。

どれだけ純粋さを見ようとしても、言葉の癖はお前の存在を証明などしない。
卑しめられている、そのような感覚に思い至るのは卑しい心だけだろうから。







しかし実のところ、私はそれらの、煮詰まることの無い薄い紙を読むことができないのだから安心してもいい。

累石を蹴飛ばした時のように、破片が散らばる紙の上で虫か草か石にでもなりたかったのに、私は相変わらず虫や草や石を見続けているのだ。
文字が文字としてしか見えなくなり、既に失くなっていたものしか見えなくなっている私は、断片的な書き置きがここを放り出し、手段や方法や意志だとかが勝手に行くのに任せよう。

偏執的なものに向かう動機はこうだ。感覚や想起の反芻から我が身を蘇らせるように、受動的な場所を無化したい。







表明される多様さは、関係性に予め共有されたその場所にだけ依存して積まれている。点は点として在ることができない自然の摂理のようなものなのだ。
自分の姿を見つけてしまう鏡を黒く塗りつぶして壊す為に、裏から光へ透かされた表面に滲んだものを見たいが為に。



私はこうしよう。なにせ独白なのだから。
「彼方には何もなく、彼方からでもなく、彼方はもう無い」
無に等しい、何とも芳しい無だ。







腐った水のような言葉を届けるお前を一切信用してはいけない。
自分を愛しているだけのお前のことは見捨てていこうではないか。

甘い感情や心情に流されて浸るような、理解できると思い込む傲慢な共感を燃やし、蔓延して止むことのない幻想を示す鏡などは黒く塗りつぶして割ってしまえ。

形にならない形の崩壊などという形、それを作ってしまった原因はお前の結果でしかないのだ。






鉢の中に安心して暮らして、表現されただけの分身を殺める、安全確実な流行病たちよ。
借り物の言葉で自分を作り、根拠を集めに奔走する、過去の思い出に手綱を引かれ走る馬よ。
借り物の言葉で教養を奉り、同意を他所に縛り付ける、虚構じみた生命を求めた犬よ。

生き抜く為の理性という上辺だけの無関心さ、対話の真似事をする愚か者の真剣さよ。

誤魔化しや虚偽、作為的な恣意、既視感や退屈な変化や無意味さよ。
物語も夢も想像も物質も空間も時間も、人のわずかな心などもそうさ。
そう見られたものになれば瞬時にして、そう見られたがるお前自身の贋作となるのだ。






閉じられた野生には過去も未来もないし、喜びも幸せも愛もないのだとお前は知っていた。机にある頭部の、虚ろで充満した無を楽しんでいる瞳は私のものだったと・・・、私が眺めているだけの虚しさよ、お前は知っていたか？
時間を持つことができない私が生きている人間に出逢うのは稀なのだからな。しかし、己が自閉性に惑わされてはいるわけではないぞ。驚きによる吃音症は詩に憧れたまま消えてゆくだけだ。言葉にならないのは痴呆の戯言でしかないのだから。
認識されている欲に対する矛盾は、成りかわれない現実にさも驚くことだろう。
混乱は抑圧された欲求から引き起こされたのではなく、抑圧が緩慢な欲求に適応できず混乱しているだけなのだ。その欲求の言葉が伝えることが可能なのは、棄てられたものがかろうじて掴み得る唯一の選択肢でしかない。言葉は幽閉されて、破壊することの欲求に沈黙を課すのだから、記号や擬音などはその場限りの救助信号に過ぎなくなるだろう。







私が生まれてしまったことへの恨みと後悔を載せて、幸せに難なく生きることへの嫉妬と憎悪を綴り、形式や目的だけの心情がのさばっている世に対する非情なる嫌悪は、私の顔から産み落とされたのだ。だがしかし、傲慢と仕草の過剰の循環性を持つ嘘は、飽くことなく平坦な道を設えていくのだろう。
憤怒と葛藤の暴虐を受けとり、鋳型になった理由が弁明をするまで構成され続けるのだ。
記憶と逆光に眩みながらも行われる咬合の収斂と弛緩よ。






死も生もそれなりに自分を重く考えたいだけなのだ。
果たしてこんなところに調和はあり得るものだろうか。
懐疑のない幸福の吐息も、苦渋に満ちた悲痛な叫びも、どちらも同じだということに、
お前は気づかなかったのか？


水を纏った風吹く夜の不透明さ、投げ返る声も浮かび来る心もなく、散るままになった実在の哀れさよ。暗闇から私の首へとかけられる両腕などは、黒く塗りつぶして割ってしまうがいい。
感覚の回帰に怯える累石を紙切れのように蹴り飛ばしてしまうがいい。
場所の欠如は依存でしかないのだ。狂気からは隣人のように隔たっているのだから。 





お前は虚無にこう言えるか？　独白的な眼差しで。
「それでいい、戻ることはない。すべて私であるから」
味わい深い無だ、何とも綺麗な。



本当に捨てることとは、過去から形成し直された自分に帰ってくることだと・・・。
時間の基軸が廃されている私の身体を広げた空間に、私から発せられた光の反照のことだろう。
言葉の現在の形から形崩れしていく言葉が、散らばった断片の上に眺められたのだ。


それは裏切り行為ではない。お前が犯される寸前で私から逃げてゆけ。
虚無と恐怖を組み敷いて、今日もまた私を味わい尽くそう。
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